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の向きを逆にしたら力の向きは？④の電流の向
きも磁界の向きも逆にしたら力の向きは？とい
うふうに一つ一つ確認していきながら，電流が
磁界から受ける力の向きを，「磁界の向きと電
流の向きの両方に対して垂直になる。」，「電流
の向きまたは磁界の向きを逆にすると，電流が
受ける力の向きも逆になる。」と比較的容易に
まとめることができる。
　しかし，実験結果を図７のような平面に記録
するのでは，電流・磁界・力の向きの間に成り
立つ関係は，フレミングの左手の法則で表せる
ように，全て同じで１つのパターンになること
になかなか気づかない。
　そこで，図８で示したように発泡スチロール
と楊枝（電流，磁界，力を色分けする）を利用
して，三次元的に記録すると，図７の①～④の
全てが，同じ１つのパターンになることに気づ
き，より優れた「考察・まとめ」を作ることが
できるようになる。
６　ワークシートの活用
　一つ一つの作業・活動のねらいを明確にし，
必要に応じて補完実験の挿入やデータの記録・
処理を工夫することで授業は充実し，分析・考
察も深まり，まとめの表現もより優れたものに
なる。
　すなわち，科学的思考力（分析力・考察力）
も高まり，表現力（自分で考えてまとめる力）
も育つのである。
　しかし，より効果的にするには訓練も必要で
ある。それには，ワークシートの活用が有効で
ある。一つ一つの作業や活動から得られた結果
を，しっかりと記録し，これをもとに，思考を
練り，筋道をしっかり立てて考え，自分の考え
を自分のことばで表現する訓練をワークシート
を通して行うことができるのである。
７　おわりに
　「観察・実験の結果などを分析し解釈する
力」，「導き出した自分の考えを表現する力」は
実験・観察学習では表裏一体である。「観察・
実験の結果などを分析し解釈する力の育成」と
は，理科の永遠のテーマである「科学的思考力
の育成」であり，「導き出した自分の考えを表
現する力の育成」とは，近年盛んに言われる「表
現力の育成」である。
　そして「科学的思考力」と「表現力」のベー
スになるのが「読解力」である。
　これからの理科教育は，この古くて新しい
テーマ「科学的思考力・読解力・表現力」の育
成に，積極的に取り組まねばならない。
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図８　三次元の記録
